
 

 

 

 

 

 

 

先日の授業参観、及び学年懇談会にご参加いただいた皆様、ありがとうご

ざいました。 

第 1 クォーターでは、教科の学習。 

第 2 クォーターでは、英語の学習。 

そして、今回の第 3 クォーターは「プロジェクト学習」に関する学習発

表会でした。 

教科で学んだ知識や技などを使い、チームメイトと力を合わせながら一つ

の目標に向けて進めていくのがプロジェクト学習です。 

今年の 1 年生が取り組んだのは、SOLAN 森プロジェクト。 

子どもたちの大好きな SOLAN の森を、よりよくするために、4 チーム

に分かれてプロジェクトに取り組んできました。 

プロジェクトは着々と進行しており、すでに地図ができたり図鑑ができた

り、さらにこの後は実際の道や巣箱などが完成していく予定です。 

友だちと力を合わせながらの発表をごらんになった感想など、ぜひまた気

軽に教えていただければ嬉しいです。 

１学年通信「コスモスハーモニー」読者ページ (google.com) 

 

また、懇談会では今回 ICT に関する説明会を大々的に開催しました。 

担当の石垣先生が作って下さったスライドデータをもう一度読み返したい

と伝えに来られた方々もおられたので、「週間スケジュール」が見られると

ころと同じドライブにしまっておくことにします。 

再度確認したい方は、そちらをご覧ください。 

https://docs.google.com/forms/d/1DoRWC86GgFFKay0oi7CTk6XcbykJgZ7y9xbvViZBZ-k/viewform?edit_requested=true


「保護者ポータル」⇒「その他」⇒「配布資料」⇒「ICT 研修会資料」 

また、懇談会ではマイクロステップの使用状況や冬休みの課題についての

説明も行いました。 

マイクロステップについては、毎朝８：５５～９：００の 5 分間を使っ

て全クラスで実施しています。 

しかし、測定値を出すために必要な学習量に到達できていなかったり、最

後のデータを送信する部分でうまくいっていないケースもあるようで、一部

のお子さんには結果のシートが今回返りませんでした。 

ルートによっては、バスの到着が８：５５にそもそも間に合わないことが

あったり、朝、他の準備をしている間にマイクロステップまで到達できない

状況もあったので、今回結果のシートが返らなかったお子さんについては、

第４クォーターで個別に声をかけ続けていく予定です。 

また、冬休みの宿題についての説明も、ここでも改めて紹介します。 

 

「もくひょう」はすでに、学校で記入が済んでいます。 

学習の目標、生活の目標と合わせて、一度見ていただければ幸いです。 

そして、目標に向けて自分で進んで動く姿が見られた時には、ぜひひと声

「がんばっているね」「かっこいいね」と声をかけて貰えればと思います。 



ひらがなとカタカナの復習や算数のプリントについては、記載にある通り、

出来た分については色を塗っていく仕組みとなっています。 

進捗が視覚化されることも、一つの動機付けとなるので、コツコツと進む

姿を見守っていただければと思います。 

 
あのねちょうと、フォニックスについても、同様です。 

進んだ分だけ色を塗るのと、特にあのねちょうについては、三回目・四回

目とさらに書き進む様子があった場合は、欄を増やしていただいて構いませ

ん。 

「KidsA-Z」と「キュビナ」については、アイパッドで行う学習アプリ

のことです。 

どちらも、１０分以上できた日に色を塗らせてあげて下さい。 

もちろん、年末年始等で実施できない日があることも十分考えられますの

で、可能な限りの実施で構いません。（尚、進み具合については、担任団で

も把握しています） 



 

読書については、これもどれだけ読むことができたかを記録していく方式

です。もし１０冊以上読めたという場合は、欄を書き足してください。 

 iPad の使い方の相談は、今回の懇談会での内容を受けて、今一度ご家庭

での使い方や、学校での使い方について話し合う時間をとっていただければ

と思います。 

 お手伝いについては、別紙の「かぞくにこにこだいさくせんカード」に記

入させてあげて下さい。 

 そして、最終日に最後の「ふりかえり」を書いて、学校に持たせていただ

ければと思います。（ご不明なことがありましたら、いつでも気軽にご連絡

ください） 

  

それでは、改めて第３クォーターの間も、大変お世話になりました。 

以前もコスモスハーモニーでお伝えしたように、人は、なかなか自分の成

長や変化には気付けないといいます。 

成長や変化は常にゆったりとしたスピードで進むため、ともすれば何も変

わっていないように感じることも少なくありません。 

また、周りの人と自分の姿を見比べる「横のものさし」ばかり見ていると、

自分がまるで成長していないという錯覚に陥ってしまうことすらあります。 



○○くんに比べて、ぼくはまだまだだなぁ。 

一所懸命やったけど、○○さんとは全然違う。 

多くの場合、人はこのように横のものさしの方を見てしまいがちです。 

が、そればかりを見て後ろ向きになってしまうことは、自分の可能性にフ

タをする事にもつながります。  

ですから、特に大切なのは、縦のものさしで自分の姿を振り返ることです。 

縦のものさしとは、他人との比較ではなく、過去の自分との比較です。 

繰り返しますが、成長や変化はゆったりとしたスピードで進むため、とも

すれば何も変わっていないようにも感じるからです。 

その時に、重要なのは周りからの“声かけ”だといいます。 

変化は、自分より周りの方が往々にしてよく分かります。 

以前読んだ本の中に「子どもへかける大切な言葉」という項がありました。 

その中で、「最も大切な言葉」として紹介されていたものがあります。 

簡単でシンプルな言葉ですが、私は読んで妙に納得させられました。 

それが、「成長したね」という一言です。 

「すごいね」「がんばったね」という、その瞬間瞬間を切り取った褒め言

葉も一定の意味はある。しかし、一番大切なのは、その子の変化や成長を認

めてあげる「成長したね」という一言なのだといいます。 

今学期も、様々な場面で子どもたちが逞しく成長する姿を見てきました。 

伸びていない子は一人もいません。 

少なくとも、私の目にはそう映ります。 

学校で持てる熱量は存分に出し切りました。 

自分の苦手なことにも果敢にチャレンジしました。 

個人・クラス共に、できないことがたくさん出来るようになりました。 

たくさんの成長場面があったからこそ、子どもたちはお家の方々からの

「成長したね」という言葉を待っているのではないかとも思います。 

探究やプロジェクトの発表の際も、お家の方々が温かく見守って下さる中

で子どもたちが大いに奮起し「がんばろう！」とギアが入る瞬間を幾度とな

く目にしたからです。 



それほど、身近な大人からの一言が与える影響は大きいのだと思います。 

長丁場の第３クォーターを走り切った頑張りを認めつつ、どこかのチャン

スで「成長したね」とひと声かけていただければ幸いです。 

それでは、改めて２０２２の間も大変お世話になりました。 

また、学年通信コスモスハーモニーにもお付き合いいただき、誠にありが

とうございました。 

お家の方からいただくたくさんのお声に何度も勇気づけられながら、ここ

まで書き続けることができました。 

今年はひとまず１０７号で歩みを休め、２０２３からまたボチボチと進ん

でまいりたいと思います。 

それではみなさん、どうぞよいお年をお迎えください。（渡辺道治） 


